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導入 ---「強い電場中のフェルミオン対生成」とは？

■ 強い電場中では、真空からフェルミオン対生成が起こる！

▶ 強い電場が印加されると、真空中の仮想粒子対が多重散乱される。

▶ 簡単な一様定常な電場の場合はよく定式化されており、陽に非摂動的。
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[Schwingerの公式, J.Schwinger 1951]
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強い電場

▶ うれしいこと: QFTの真空や非摂動的側面の理解。

極限強度場中での粒子生成機構の理解。 例) 高エネルギー重イオン衝突初期過程

実験的検証が今まさに可能になってきており、極めて旬。



簡単な一様定常電場なら理論はよくわかっている。

問題 ---「有限時間効果」の必要性



簡単な一様定常電場なら理論はよくわかっている。

問題 ---「有限時間効果」の必要性

問題: 実験的に実現できる強い電場は必ず「有限時間」である！

高エネルギー重イオン衝突: time duration ∼ 𝟏𝟎−𝟐𝟒sec

例) レーザー: time duration ∼ 𝟏𝟎−𝟏𝟓sec

簡単な一様定常電場の理論を越えて、電場の「有限時間効果」を

取り込んだ理論の必要性。



粒子生成数

電場の時間幅

定常的瞬間的

主張1 電場の時間幅𝝉に応じ、「非摂動(𝝉長)↔摂動(𝝉短)の遷移」が起こる。

その際、2つの無次元量 𝜸 =  𝒈𝑬𝟎𝝉 𝒎と𝝂 = 𝒈𝑬𝟎𝝉
𝟐の大小が重要。

時間幅 𝝉 が短い摂動論的領域で大きな粒子生成が生じる。主張2

結果


